
 

 

 

絵本の読み聞かせや紙しばいなどを行います。おは

なしの世界を通じて、親子でふれあい、楽しい時間を

過ごしましょう。 

★ ６月１５日（木）くれよんグループ 

★ ６月２２日（木）にこにこグループ 

じかん １０：３０～１１：００ 

 

 

◎２０２３年の本屋大賞は凪良ゆうさんの「汝、星のごとく」に決まりました。

本賞は全国書店員の投票だけで選ばれています。他、ノミネート作品もそろえて

います。どうぞご利用ください。 
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利用案内 

● 開館時間  

   火～金 9:00～20:00 

 土・日・祝 9:00～17:00 

● 貸出  

本、雑誌  

ひとり５冊１５日間 

  CD、ビデオ（DVD）  

    ひとり２点１５日間 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 

      １ 

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ 

１６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ 

２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ 

３０ ３１      

                  

７ 月 

休館日 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 

    １ ２ ３ 

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 

１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ 

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ 

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０  

       

                  

６ 月 

休館日 

折り紙体験ｺｰﾅｰ 
     ６月２１日（水） 

１０：３０～１１：３０ 

坂町立図書館 多目的閲覧室 

★ バラのリース 

※ 持ってくるもの 

・ おりがみ  ・はさみ 

・ のり ・サインペン 

    

 

図書館からのお知らせ 

編集後記： 

 この季節になると「今年は赤しそでジュースを作るか否か」と暫し悩み 

ます。作るとなるとそこそこの量が出来上がるのでいくらか人にお渡し 

しています。ちなみに、今月のオススメコーナーのテーマである牛乳で 

割ると、ちょっと固まってヨーグルト風ドリンクとして楽しめますよ。 

 

日の目を見ない本 ～どなたか手に取ってみませんか？～ 

せっかくの良書なのに、購入してから誰にも借りてもらえていない本を紹介します。

気になるものがあれば、ぜひ読んでみてください。 

今回は６類・産業からです。 

                         児童書 

『〈メイド・イン・ジャパン〉

の食文化史』 

畑中三応子／著 

春秋社 

舶来モノに目がなかった日本

人が「国産」を重視する時代。

一体何が起きているのか? 地

産地消ブームから貿易政策ま

で、メイド・イン・ジャパンの

食の本当のところを徹底検証。

『ウェブ春秋 はるとあき』連

載に加筆し書籍化。 

『ウンベルト・エーコのテレ

ビ論集成』 

ウンベルト・エーコ／著 

河出書房新社 

「薔薇の名前」の著者で、“知

の巨人”ウンベルト・エーコが

記号学を駆使して解き明か

す、テレビの可能性と限界。

司会者と女子アナウンサー、

生放送と物語…。多様な要素

を持つテレビの真実を示す

33の評論を収録。 

『コーヒー 知りたい食べ

たい熱帯の作物』 

石脇智広／監修 

農山漁村文化協会 

コーヒー豆のもとになる、熱

帯の作物コーヒー。どんなふう

に育つのか、どのように生産さ

れているのか。世界とのつなが

りや、味のひみつなど、あまり

知られていないコーヒーの素

顔を、たくさんの写真やイラス

トと共に紹介する。 



今月のｵｽｽﾒｺｰﾅｰ【ﾃｰﾏ】『知って飲もう、牛乳』 
 ６月のオススメ図書コーナーは「知って飲もう、牛乳」です。６月１日

は「世界牛乳の日」として国連食糧農業機関が提唱している日です。牛乳

の余剰が話題となり消費を呼び掛けている今、牛乳や酪農について考えて

みませんか。 

 

 

 

 

予約ベスト３ 
◆一般書 

・ 「魔女と過ごした七日間」            東野 圭吾／著 

・ 「汝、星のごとく」               凪良 ゆう／著 

・ 「やさしさを忘れぬうちに」           川口 俊和／著 

◆児童書 

・ 「もこもこもこ」                元永 定正／絵 

・ 「すなばばば」                 鈴木 のりたけ／作・絵 

・ 「きょだいなきょだいな」            降矢 なな／絵 

この本、おもしろいよ 

天気の学校 わかりやすくておもしろい！！ 

荒木健太郎（あらき・けんたろう）監修 ニュートンプレス 

（ニュートン科学の学校シリーズ） 

 天気はどうやって決まるのか？雲はどうやってできるのか？空はなぜ青いの

か？天気や気象のしくみを図や写真を使ってわかりやすく紹介する。科学雑誌

『ニュートン』から生まれたジュニア向けシリーズ。 

ぴーったり！キャンプのまき 

フィフィ・クオ作 大友剛（おおともたけし）訳 ほるぷ出版 

 今日は、楽しみにしていたキャンプの日。でも、パンダの具合がよくなくて、

キャンプは中止になった。２日後、パンダはすっかり元気になりましたが、今

度はペンギンの具合がよくなくて…。２人は無事にキャンプに行けるの？ 

一般書 

児童書 
脳の専門家が選んだ「賢い子」を育てるかがくのおはなし５０ 

瀧靖之（たき・やすゆき）監修 宝島社 

 からだや病気から、宇宙、自然、花・植物、歴史まで、子どもたちの好奇心を

刺激する、読み聞かせにぴったりの「かがく」のおはなし５０を収録。関連す

る雑学や豆知識、知っておきたい科学者１０人を取り上げたコラムも掲載。 

くもをさがす 

西加奈子（にし・かなこ）著 河出書房新社 

 カナダで、がんになった―。２０２１年コロナ禍の最中、滞在先のカナダで浸

潤性乳管がんを宣告された著者が、乳がん発覚から寛解までの約８ヶ月間を克

明に描く。祈りと決意に満ちた初のノンフィクション。 

文系でも思わずハマる数学沼 

鶴崎修功（つるさき・ひさのり）著 マガジンハウス 

 面白くって役に立つ数学の世界へようこそ。身近に隠れる「数学」の秘密や便

利な「数学的思考」などを難しい数式や計算は使わずに解説する。天才数学者

たちのエピソード、計算のスピードが上がるちょっとしたテクニックも紹介。 

厳島 

武内涼（たけうち・りょう）著 新潮社 

 兵力わずか四千の毛利元就軍が二万八千の陶晴賢軍を打ち破った「厳島の戦

い」。名勝負の陰には壮絶な人間ドラマがあった。毛利元就と弘中隆兼の対照

的な２人の武将を通して人間の矜持を問う歴史巨編。『産経新聞』連載を改稿。 

９０００人を調べて分かった腸のすごい世界  

強い体と菌をめぐる知的冒険 

國澤純（くにさわ・じゅん）著 日経ＢＰ 日経ＢＰマーケティング（発売） 

 肥満や糖尿病・動脈硬化・高血圧・がんなどの生活習慣病のほか、認知症やう

つ病などの心の状態にまで関わる腸内細菌。菌との良好な共生関係を築き直す

方法について、信頼できる研究と科学的に正しいデータに基づき解説する。 

しめしめ 

丸山誠司（まるやま・さとし）作 光村教育図書 

 ハチをカエルが、カエルをヘビが、ヘビをハゲタカが、ハゲタカをティラノサ

ウルスが、ティラノサウルスを鬼が、「しめしめ、たべちゃうぞ」。さあ大変、

みんな「逃げろ逃げろ」の大騒ぎ！さて、食べたのは、食べられたのは、誰？ 


